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４．研究の趣旨・概要 

平成 21 年 1 月 23 日、温室効果ガス観測技術衛星「いぶき」の打ち上げが成功し、宇

宙からメタン濃度の広域的観測が開始された。この観測結果は将来的に、地上部のメタン

フラックス観測データとの比較検討が期待される。しかし、現段階ではそれに必要な地上

部におけるメタンフラックス（単位面積及び単位時間あたりのメタン移動量）の長期連続

観測手法が確立されていない。これは、これまで高速かつ安定的にメタンを連続分析でき

る測器が無かったことによる。 
そこで本研究では、近年開発されたキャビティーリングダウン（CRD）分光法を応用

した高速メタン計を用い、主にメタンを中心とした炭化水素フラックスの長期連続観測手

法の開発を行う。CRD 分光法とは吸収分光法の一種で、向かい合わせた鏡の反射によっ

て実効光路長を長くすることにより、二酸化炭素の 200 分の 1 以下の低濃度であるメタ

ンについて高精度・高速分析を可能にした新たな分析手法である。本研究では京都府内の

コナラ林において、新手法によるメタンフラックスの連続観測を試み、従来の観測手法（簡

易渦集積法と土壌チャンバー法）との比較を行っていくことを予定している。一方、コナ

ラ葉はイソプレン(C5H8)の放出源でもあることから、コナラ林の炭素固定機能の評価に重

要なメタン以外の炭化水素フラックスについても観測を附随的に行っていくことを予定

している。 
本研究では、特にメタンフラックスについての長期連続観測手法が開発され、その変

動特性が解明されることが期待される。そして将来的に本研究で得られた連続観測技術が

広まることで各地におけるメタンフラックスの定量化が可能になり、それに基づいた吸収

源、排出源の特定、対策技術の開発等が可能になっていくことが期待される。 
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